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（

論

　
　
読
）

　
0
本

邦

産
鰻
の

限

窩
内
に

寄
生

す

る
一

新
綟

蟲
に

親
て

　
（

石

井
）

　

○

櫻
蝦

の

畿
光

器
に

戡

て

　
（

寺
屠
）

　

子

宮
は

極
め

て

太

く
且
つ

長

く
し
て

、

體
内
腔
の

大

部
分
を

占

む
。

眇

卵

集
は

や
よ

暗
色
を
呈
す

れ

ど
、

膓
程

濃
厚
に

は

あ
ち

す
。

子

宮
は

極
め

て

薄
壁
に

し
て

殆
ど

透
明
な
り

。

　

　
’

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

…

　

子
官
内
に

は、

邁

常
直
徑
八

乃
至

二

〇

μ

の
、

内

部
顆

粒
状

を

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

 

呈
す

る

球
形
の

物
體
充
滿
す

。

恐
ら
ぐ

卵
細
胞
な

る
べ

き

が、

既

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
…

に

卵

穀
の

生
ぜ

る
完

全
な

る

卵
は

何

れ
の

塲
合
に

も

之

を

認
め

ざ

二

四

り

き
9

　
腟
及
陰
門
は
號

見
せ

ら

れ

す
。

　
側
線
は

低
く

し
て

幅

廣
く

、

體
の

中
央
部
に

於
て

全
皚
幅
の

約

三

分
の
一

を

占
む

。

中
央
線
は

極
め

て

細
し

。

　
筋
肉

層
は

矢
張
り

中
央

部
最
も
厚

く
、

左
右
の

側
線
域
に

近

ー

に

從
ひ
て

吹
第
に

薄
ぐ

な

れ
り

。

●
櫻

蝦

の

　

發

光
…

器

に

就

て

　
　

　
（

一
）

緒

　

誉

　

本
研
究
を

な

す
に

當
り

て
、

飯
島・
渡
瀬・
五

島
・

谷
津
の

諸
先

生

が

賜

ひ

た

る

各

種

の

助
力
に

對
し

て

予
は

深
く

威
謝
す
る

も
の

な

り。

徇、

中

澤
理

學
士

は

予
に

標
本
を
惠
與
せ

ら

れ、

叉

緒
方

博

面

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　 

士

は

病
理

學
教

室

に

於
て

氷
結
ミ

ク

ロ

ト

ー

ム

の

使
用

を
許
さ

れ

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　〜

た

る

に

對
し
て

厚

き

謝
意
を

表
す。

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　 

　
一

九
一

〇

年

囚

碧
亳

が

十
脚
甲

殼
類
の

發
光

器
に

つ

い

て
、

　
〜

從
來
の

知
見
に

大

増
補
を
行

ひ

し
業
績
を

參
照

す
れ
ば、

櫻
蝦
の

發
光
器
は

ケ

ン

プ

の

記
述
せ

る

Gp

ミ
ミ
賄

婁

寒〔
ミ
§
賢
瓜

圏

の

發

光

器
と

酷

似
せ

る

を

見
る

。

而

も

予
の

研

究
に

よ

れ

ば、

ケ

ン

プ

の

記

載

中
に

は
、

二

i
三

の

訂
正

を
爲
す
べ

き

箇
所
あ

る

を

認
め

ざ

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
ヘ

　
　

ヘ

　
　

へ

る

を

得
す

。

因
つ

て、

以

下、

豫
報
的
に

、

櫻
蝦
の

發
光

器

に

つ

ξ

　

　

　
理

學

士

　

寺

　

尾

　

　

　
も

　
　

も

　

い

て

大

賂
の

記
逑
を
な
ず

と
同

時
に

、

〃一
　

業
績
の

批
評
を

略

述
せ

ん

と

欲

す
。

へ

新

へ

二
）

發
光
器
の

擣
蓬

ケ
ン

プ

其

他
の

研

究
者
の

誰

蠱
聽
糊

懸
簸

継
縫
驪

饕
 

激
覊

素
に

て

組
成
せ

ら
る。

曰

く
へ

一
）

レ

ン

ズ

層、

（

二
、

下

皮
、

（

三
）

發
光

細
胞

層、

（

四
）

限

界

膜、

（

五
）

副
發
光

細
胞
層

、

（

六
）

色

素

套、

へ

七
）

結

締
織、

（

八
）

祕
經

。

但
し

副
發
光

細
胞
層
の

み

は、

往
々

に

し
て

此

れ

な

き
事
あ

b
。

　
　

　
　
　
　
　

コ
　

　

　
（

日
）

レ

ン

ズ

層
。

ー
ー
レ

ン

ズ

層
は

外

骨

貉
が

肥

厚
し

た

る

小

局
所
た
る

に

過

ぎ

ざ
る

も
の

に

し
て
、

便
宜
上
、

之

を
最

外
方

に

し
て

脆
鶸

な

る

第
一

層
、

及
肥
厚
せ

る

第
二

・

第
三

層
の

三

者
に

分
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O

っ

を

得
べ

し
。

第
一

層

は
パ

ラ

フ

ィ

ン

截
斷
法
に

て

は

破

壊
し

て

原

形

を
留四

め

ざ

る
里
7

往
々

あ
り

。

・
界

ミ〜
ミ
蕁、
ミ
郎

こ

に

於
る

ケ

ン

プ

の

所
謂
．．

勢
歹
彗
 

首
く

霧
書
あ

一

冨
 

営

訂
穹
軌．

が

此

の

層
｝

全
く

同
一

勃
な
る

事
疑
を

癖

る

よ

餘
地

な

し
。

彼

は

其

牟

模
型

圏
に

於

て

は

單
に
レ

ン

ズ

層
の

外

方
の

み

を
蔽
ふ

も
の

ヒ

如

く

描
き

だ

れ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

ど、

彼
の

顯
微
鏡
寫

眞
に

よ

れ

ば、
レ

ン

ズ

層
の

外
方
の

み

な

ら

す、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

他

部
に

も

存
す
る

事

認

め

ら
る

。

而
も
彼

は

疑
を
存
し

セ

る

も

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

の

≧

如
く、

其
存
在
に

つ

い

て

は
．．

螂

om

巴

三
団

08

⊆

窃
ご

と
云
へ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

り
。

第
一

層
の

染

色
に

つ

い

て

は

今
は

之
を

省
略
す

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

　
第
二

層
は
一

面

凸
に

し

て

他
面
は

凹
な

る
レ

ン

ズ

を
な

せ

る

も

の

に

し

て

簍
雇
よ

b
も
此

層
を

淡

築
む
る

・

ン

ゴ

1

赤
と

、

…

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

此
の

瞬

を

黄
緑
色
に

第
三

層
を

青
色
に

染
む

る

フ

リ

ー

ボ

ー

ン

の

　一

ピ

ク

ロ

ニ

グ

ロ

シ

ン

と
の

二

染

劑
を
以
て

第
三

層
と
の

識
別

を
爲

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
｛

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

し

得

れ

ど
も、

他
の

染

捌
を
以
て

は

第
三

層
と

の

境
界
を

到
然
と

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

認
む
る

事
能
は

す
。

但
し

、

切

片
が

甚
だ
厚
き

時
（

一

二

μ
） 、

屑

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

イ

デ
ン

ハ

イ
’

ン

の

鐵
ヘ

マ

ト

キ

シ

リ
ン

は

第
二

層
を

第
三

層
よ
ウ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

明
に

濃
く
染
め

兩

層
問
の

分

別
を
可
能
な

ら
し

む
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

　

第
三

層
は

兩
凸

の
レ

ン

ズ

に

し
て

、

其
彎
曲

度
は

外
面
に

て

は

一

樣
な

れ

ど
も、

内

面
に

て

は

然
ら

ず
し
て

周
縁
に

於
て

最

大
に

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

し
て、

中
央
に
て

は

殆
ど
一

直
線
な
b

。

此
の

層
内
に

は
、

帶
玳

の

染
色
分
化
あ
b
て
、

近

部
最
も

濃
く

中
央
部
最

も
薄
く

し
て
、

遠
部
は

又

稍
々

濃
し．

然
れ

ど
も
切

片
薄
き

時
は

、

前

逋
二

染
劑

の

外
は

、

此
の

公

化

を

見
る

事
困

難
に

し
て
、

沈
r
迸

部
の

み

濃

く、

此

の

層
の

他

部
及
第
二

層

を

殆

ど
皆
一

襟
な

る

淡
色
に

染
む

。

（

譲

　
　
鏡
）

　
O
櫻

蝦
の

發

光

器
に

歳

て

　
（

寺
尾
）

　
　
7

故

に

か

く

の

如
き
標
本
を

不

注
意
に

見
る

時

は

第
三

層
の

近

部
の

濃

染
部
と

他

部
と
の

問
に
一

つ

の

境
界
線
あ
る

か

の

如
き

域
を

抱

く
べ

く、

こ

の

所
に

於
て
一

線
を

劃
せ

ん

と

欲
す
る

に

至

う

易
き

も
の

な

り
．

ケ

ン

プ

の

如

き

も、

此
の

誤
謬
に

陷
れ
る

も
の

実

如

し
。

何
と
な

れ
ば

彼
が

GQ・

鼻
ミ
N

§
驚
議

の

發
光
器
の
レ

ン

ズ

は

外
方
の

兩
凸
レ

ン

ズ

と

内

方
の
一

面
凹
に

し
て

一

面
凸
な

る
レ

ン

ズ

と

を
以

て

成
る

と
叙
述
せ

る

が

故
な

う
。

　
レ

ン

ズ

は

之

を
表

面
よ

り

見
れ

ば
其

輪
廓
圓
形
夊

は

橢
圓
形
に

し
て
、

其

直
郷
圓
形
の

も
の

に

あ

り

て

は

四

五

二

四

三

μ

の

問

を
上

下

し．

橢
圓
形
の

も

の

に

あ

ウ

て

は

四
一

×

三

二

μ

乃
至
一

六

九
×

一

五

〇

μ

の

問
を

上

下

す
。

レ

ン

ズ

の

大

さ

は

櫻
蝦
の

戎

長
と

共

に

大

略
正

比

例
し
て

増
大

す
。

本
篇
に

は

其
表

を
省
賂

す
。

　
レ

ン

ズ

層
の

軸
即

ち

發
光

器
の

軸
は、

光
を

腹
面
若
く

は

斜
腹

面
に

向

け
て

發

射
す
る

や

う
の

位

置

を

占
む、

此
は

ケ

ン

プ

が
6Q・

罫
ミ
N

螽
鷺
置

の

發
光
器
に

つ

い

て

叙
逋
せ

と
る

同

樣
な

う
。

但

し
、

彼
は

鰓

蓋

の

内

面
に

在
る

發
光
器
は

上

方
よ
り

鰓

を
照
す
も
の

な

り

と
し、

二

月
O

功

巳

喜
90

喜
建
靆
h

葺

・・

5

魯
蟄

它
m

三
〇

巨

器

菖
　

♂

貯

崑
o

馨

器
け

o

巳
。。

写
φ
師
∈
象
鉱
・。

髫
9
器

瀬

8
・。

信

頓
σq
。

巴

畧
団

跨
8
麸

ぞ
巨
o

げ

≦

目
螢
ooo

毎
界

ho

目

酔

ゴ

o

貯

會
二
〇
二
・゚

°・

客
ロ
9
気
o
昌
．．

と
云
へ

り
。

然
れ

ど
も

櫻
蝦
に

あ
b
て

は、

生

時

に

は
外

骨
骼
は

無
色
透
明
な

る

が

故

に

光

を

能
く

透
過

す
。

さ

れ

ば

鰓

蓋
内
面
の

發
光

器

も

特

に

鰓

を

照

す

爲
め

の

も
の

と
は

思
考

し

得
ら
れ

す
。

徇

ケ

ン

プ

の

研

究
せ

る

q。°

き

ミ
§
驚
蕊

に

て

も、

外
骨
潴
はー
．．

ρ

暮
 

昏

詈
甲

窟
器
暮

冒

日
畧

毘
呂

肩
窪
¢

辱
巴

ヨ

藷
爵

す
B
昌
旨u
冖

な
h
し
が

二

五
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ノ 丶月申五窃

’

（

論

　

説
）

Q
櫻

蝦
の

發
漁

器
に

蕊
て

　
（

寺
尾
）

二．
六

故
に
（

櫻
蝦

と
同
穣
に

生
時
熊
於
て

は
能

ぐ
光

を
透
遏
し
だ
る

な

　

　
該
發
光

器
の

珍
妙
な

る

位

置
を
説

明
す
べ

き

綴
説

を

宋
摩
に

提
揖

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
む

る
べ

し

と

想
像
す

。

若

し

予
の

想

像
に

し
て

正

し

と
ぜ

ん
か、

當

　

す
奪

事

あ
り

と
も、

其

假
醗
よ

翁
鰓

照
射
の

憎

項
は

登

く
之

を
創

　

八

第
一

圏
）

結一
斷
ぜ

る

胸

篩
腹
甲
正

巾
線
の

發
光

恭。

孚
模

型
圖

。

固
百

倍
。

　
（

第
二

岡
）

尾

脚
外

肢
上

の

發
光

暴
に

於
る

二

發
光

細

胞
、
」
五

百
穴

十

倍一。
‘
フ

レ

ミ

ン

グ

標

 

　

奉
（

第
三

圖
）

發
光
紬

胞
の

崩
竣

物
。

七

百

六

＋

五
倍

。

（

第
四

圖
）

第
六

腹
節
腹

甲
の

箜

蚕
光
器

。

○

讐
竃
亀

聾
呂
グ

リ

セ

リ

ソ

瀁
標
本。
一

者
倍

．（
第
五

甌
）

　

ト．
 〜
鶤

麌
ミ
噛

象

軋

魯
畿

勢

の

發

光
器
、

ケ

ソ

プ

の

甌
に

予
の

解

釋
を
加
へ

六

る

釦
の

。

　
（

譽
語

解）
匪゚

押

副
發

光
器

紛

胞

暦
。

お’
面

言
師

靂
嘗

び

薜
曽

昌
箪

の

巨

レ

ヅ。
ス鬥
暦

第
三断
暦．

・

あ
甚
だ
し

く
キ

チ

ソ

化
し

れ

ろ

部
。

ρ

客

結
締
織

。

国・
織
維
の

貫
遞
毬

る

も
り
．
［
宀

下

皮
。

【・
冒・

細
胞

問
閙
纖
。

厂

レ

ン

ズ

暦
。

炉・
レ

ソ

ズ

暦

第

芸
暦

。

ど
レ

γ

メ

厨

　

第
二

暦
。

y
レ

ソ

ズ

層

箜
雇

い

搴

限

界
膜

。

累

核
。

即

色

素
套、

誤

登
光
細

胞
層

。

団

』．
色
素

套
の

主

要

位
置

。

搾

發
光

細

胞

崩
竣
物
の

殘
り
⇔

．

菷
結

線

　

霹
の

第
屠
二
。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
。凾
」u

　
　

　
　
　

ノ

？　
　「

磐．

辮
　　　　 XLM

◎

ら
、」

羝

ー

内

○
」

　
　

　
　

襞

鏖

○

♂
「
〆

気

　
　

　
　
　
　
　
　

　

（

診

 
ρ
 

の

　
　
　

　
　

蚕

凝
◎

o
之

　 o
ご） ．
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除
す

る

を

得
ぺ

し
。

　
　
　

　
　
　

コ

　
（

二
）

　
下
皮、

−−

　

此

の

層

は
レ

ン

ズ

暦

の

直

下

に

も
存
て

。

ハ

ン

セ

ン

が

弓。・

悪

ミ〜
§
驚
こ

の

發
光

器

に

於
て
、

レ

ン

ズ

の

直
下

に
、

．

β

匿
巳軌
蔓
3・

鬟
≒
血

ま

霞

翼
．−

と
云

へ

る

は、

疑
も

な

く

此

の

下

皮
な

る

が
、

ケ

図

垢
は

後
に

至

b
て

、

同

種

の

蝦

の

發
光

器
に
此

の

層
を

認
め

す
し
て
、

瑛
光
細
胞
層

核
な

り

と
せ

る

は

實

に

此
の

下

皮
の

核
陀

b
し
な

与
、

ケ

ン

プ

が

丶

欝
§
蕁

竜

ぎ
蓉

の

發
光
器
に

於
て
、．

o

覧
ひ

ゴ
。

夛

ざ
亀
免、

と
云
へ

る

も
の

は、

上

皮
嬾

ち
本

項
の

下

皮
細
胞

と
發
光

細
胞
泥

を

併
稱
し

た
る

名
な

り。

レ

ン

ズ

直
下
の

下

皮
に

は

往
々

に

L
て

核
動

現

象
を
見
れ

ど
も、

發

光

器
以

外
に
て

は
、

下

皮
に

之

を

見
る

事

實
際
上
な

き

は

注
目
に

櫨
て

と
云
ふ

べ

し
o

　
　
　

　
り

　
り

　
　

　
む

　
　

　
（

三
）

　
發
光

細

胞
匳

。

111

・
の゚

匙
ミ
奪
ミ

ミ
賦

の

發
光
細
胞
と

は

其

形
拜
に

排
列

に

於

て

殆

ど
差
を

見
す

。

だ

ゴ、

ケ

ン

プ

が

記
載

せ
る

所
に

比

す

れ

ば、

櫻
蝦
に

マ、

は、

周

縁
に

小

細
胞
な

き

事
と

深

青
色
の

色

素
を

含
有
せ

ざ
る

事
と
の

二

熟
異
な

り
。

然
れ

ど
も

彼
の

顯
微
鏡
寫
眞
に

よ

れ

ば
、

周
縁
に

小

細
胞

を

示
さ

ゴ

る

が

故

に
、

彼
の

叙

逋
は

彼
の

誤
解
に

基
く

も
の

云

如

し
。

切

片
の

完
全

な

ら
ざ
る

も
の
、

切

片
は

完
全
な

る

も

發
光
細

胞

暦
の

多
少

崩

壞

せ

し

も
の

を

檢
す

る

時
は

特
に

此
の

種

の

誤
解
に

陷
り

易
け

れ

ば

な

む
．

　

發
光
細
胞
は
、

下

皮
細

胞
核
の

稍
々

延

長

せ

る

時
は
、

此

れ

と

其

走
向
相
一

致
せ

る

は

著
し

き

事

と
云

ふ

べ

し
。

細

胞

間
の

問
隙

に

は
グ

ロ

シ

ペ

ン

の

斯
謂
．

轟
診
己
舘
巳・
。。

窮
昌

丶、

あ
り

て
、

上

は

下

（

論

　
　
説
）

　
Q
櫻

蝦
の

發
光

器
に

就
て

　
（

寺

尾
）

　

皮
に、

下
は

限
界
膜
に

亘

れ
る

を

見
る

。

細
胞

の

内
容
は

固

定

液

　

及
細
胞
の

生

理

的
歌

態
に

よ

ら

て
、

變

動
あ

、

う
。

フ

レ

ミ

ン

グ

液

　

又

は

ピ

ク

リ

ン

酸
の

混
液
の

外
は
、

細

胞

内

容
に

細

粒
腴
の

觀
を

　

與
ふ

る

も

の

な

し。

此

の

細

粒
は
よ

く

光
を
屈

析
す

。

其
染
色

剃

　

に

對
す
る

反

應
は
、

本・

編
に

て

は

之

を

省
略
す

。

　
　

核
は
一

標
本
に

て

は

約
一

〇

μ

の

長
さ

あ

る

を

見
る

。

細
胞

の

一
　

ほ
r

中
部
に

位

し、

往
々

に

し
て

細
胞
膜
に

固

着
す

、

前
掲
二

種

へ
　

の

固

定

謝
の

外
は、

核
を
保
存
す
る

事
困

難
な

る

事
、

及

細
胞

甚

へ

　

だ

大

に

し

て
、

核
を
切

片
中
に

見
る

事
稀
な

る

事
の

二

事
に

よ

b、

へ
　

發

光
細

胞
の

核
は

甚
だ

之

を
檢
出
す
る

事

難
し

。

ケ

ン

プ

が

發
光

…
　

細
胞

の

眞
の

骸
を

認
め

得
ざ

わ

し
は

亦
此

れ

に

基

因

す
る

も
の

主

一帆
　

如

し
。

…
　
　

發

光

細
胞

は

漸

次

崩
壞
す

．

崩
壊
過
程
の

詳
細
な

る

記
述
は

之

一

　

を

省
略

し
て
、

最

後
の

崩
壊
物

を

描

け

ば

挿

圏

に

示

す
が

如
し

。

一W

　．
發
光
細
胞
の

再
生
の

過

程
を
直

接

觀

察
す
る

事

を
得
ざ
与

し
か

一
　

ど、

予
は

發
光
細
胞

は

下

皮
細
胞
の

變
化
し
た

る

も
の

な

る
べ

し

一
　

と

思
考
す

。

其

理

由

は、

へ

一
）

レ

ン

ズ

直
下
の

下

皮
に

て

は

往
々

…

蠶
現

象

覧
る

琶
三
發
光

輩
外
に

て

緩
靆
覺
ら

∵
ぎ

羃
及

三
）

爨
細
胞
の

軸
・

下

皮
細

胞

舊
蜑
せ

・

　

も

の

主

軸
と
が
一

致
せ

る

事
の

三

な

り
。

　
　

親
胞

崩
壞
物
は

單
に

血
液

に

よ
り
て

邏

ば

れ
。

喰
細

胞
の

活
動

　

を

見

す。

鰓
内
に

於
る

血

液
が

，

烈
ヅ

L
ボ

ー

ン

の
ピ

ク

ロ

ニ

グ
ロ

　

シ

ン

に

て

染
む
る

時

多
少

黄
色

を
旱

す
る

は

此

の

崩
壞
物
の

存
在

　

に

鯖

因
す

る

も

の

な

る
べ

く、

實
際、

崩
壊
物
に

酷

似
せ

る

粒
獣

二

七
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〈224）大正五年
亠

ノ 、月十五日

（

論
　
　
訛
）

　
○

櫻

蝦
の

發
光
器

に

就

て

　
（

寺
尾
）

體
を
鰓
内
に

見
る

事

往
々

あ
り

。

然
れ

ど
も
予
の

標
本
に

て

は

鰓

腺
が

排
泄
作
用
を

營
み
つ

主

あ
る

を

指
示
せ

る

も

の

な

し
、

　

發
光
細
胞

崩
壊
物

が

何

處
に

あ

る

も

其

粱
色
反

應
及
屈

析
力
を

變
ぜ

す
と

假
定
し

得
る

も
の

と
せ

ば、

予
の

切

片
に

於
て

は

正

に

肝

臟〔

幽
門
部
淌
化

腺
）

細
胞
内
及

第
二

觸
角
腺
の

腔
内
に

此
の

崩

壊
物
存
在
す
る

を

見
る

と
云

ひ
て

可

な

る

べ

し
。

即
ち
此

の

二

器

官
に

於
て

は

す
で

に

排
泄
作
用

の

開
始
せ

ら

れ

た

る

も

の

な

り

と

見
る

を
得
べ

き

な

り
。

此
の

假
定

は

予
が

デ

ラ

フ

ィ

ー

ル

ド

の
へ

、

マ

ト

キ

シ

リ

ン

ーー
エ

オ

シ

ン

標
本

を
過
つ

て

硝
酸
の

痕
跡

あ
る

蓋

硲
子
を

以
て

蔽
ひ

し

時
、

發
光
器

内
に

於
る

細
胞
崩
壊
と

第
二

觸

角
腺
内
に

於
る

細

胞

崩
壊
物
に

類
似
せ
る

粒
塊
と
は

、

筋
肉
組

織

が

漸
次

變
色
し
て

逾

に

橋
黄
色
と

な

b
し
に

拘
ら

す
、

依

然、

一

樣
に

赤
く
し
て

よ

く

光

を
屈

析
せ

る

物

體

と
し

て

存
せ

し
一

事
に

よ
り
て

確
め

ら
れ

セ

リ

と
い

ふ

ぺ

し
。

　

上

逋

の

事
と

關

聯
し
て

面

白
き

は、

」

藷
§
a8

建
聴
§
瑟

及

斟
ミ

ミ
8
§
嬉

§
寒

骨
瀞

§
G。帖

の

第
二

觸

角
排
泄
物

が

頗
る

美

麗
な

る

燐
光

を

發
し

、

又

 
§
蕊
ミ
§

ミ
8
罫
賊

　
に

て

も

度
こ

そ

低
け

れ

同

樣
の

事
認
め

ら
れ

花

る

事
な

り
。

然

れ

ど
も

櫻
蝦
に

於
て

は、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ヘ

　

　
ヘ
　

　
へ

　
　
も

　

　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
へ

か

く

の

如
き

事
な

ぐ
、

又

交

献
に

徴

す
る

に
、

發
光

器
を

具
へ

た

へ

る

十

脚
類

、

端

脚
類
及
「

エ

ー

フ

ァ

ク

シ

ア
」

類
に

於

て

第
二

觸
角
腺

の

排
泄
物
が

燐
光
を

發
せ

る

の

記
事
存
せ

ざ
る

な

b
。

　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
（

四
）

　
限

界
膜

．

−−・
ケ

ン

プ

が

硫゚

寒
ヘ

ミ
ミ

ミ

ミ
鰍

の

發
光
器
に

於
て

第
二

細
胞
層

と
稱
せ

し

も
の

と

疑
も

な

く

同
一

物

な

り
。

而

し
て、

彼
は

涛
§
き
竜

ぎ
蓉

§
ミ
へ

脱

の

發
光

器
に

て

は

同

樣
の

二

瓜

細

胞
潜
存
す

と
は

本
交

に

も

孚
模
型
圖
に

も

示
さ

ゴ

れ

ど
も

、

其

顯

微
鏡
寫
具
に

よ

れ

ば、

矢
張

り
、

此

れ

に

も
存
す
惹

も
の

3
如

し
。

　
　
　
　

　ロ
　

　
　

む

　

　コ
　
　
　

　

　
（

五
〉

副
發
光

細
胞
層

、

−

1
限

界

膜
の

下

方
に

あ
る

孚
球

歌

の

細
胞
層
に

し
て
、

密
網
默
に

錯
綜

せ

る

細
胞
質
と、

其

問
に

散

在
せ

る

小
核
・
3
に

て

成
る
。

ケ

ン

プ

は

の゚

o
丶

§
N

周

§
鷺
蕊

に

存
せ

る

同

樣
の

層
に

つ

い

て

次
の

如

く

云
へ

り
。

、．

目
お

匪
首
臼

ξ
霞

国

堯゚
・

霽
く
。

亳

暴
8
蠧

ξ
。

9】
瓮
 

彫

8
ぴ

＄
器

淨
g
。
同

…

…

洋

誌

鐘
口

ξ
m

苣
畧
且
＝

：

”、

と
。

叉
、

圖
の

詮
明
に

於
て

此

の

層

．

を
、

ぼ
o
山
Φ

9
霧
o
吋

。・

99
 

山

冨
嘱

窪
、、

と
稱
せ

堅
。

然
る

に

ケ

ン

プ

が

其
材
料
に

封
し
て

用
ひ

だ

る

フ

ォ

ル

マ

リ

ン

を

ぱ

用
ひ
て
、

材
料

を
固

定
し
た

る

塲
合
に

は、

網
状
と
云

は

ん

よ
り

は

寧
ろ
。・

鼠
暮

瓮

と

云

ふ
べ

き

觀
を
呈
す

る

は
、

予
の

櫻
蝦
に

於
て

確
め

陀
る

所
な

り
。

省、

ケ

ン

プ

の

顯

微
鏡
寫

眞
は

此
の

層
が

明
白
な

る

條

線
を

示

さ

す
し

て
、

斑
點

駿
の

觀
を

呈
せ

る

を
以
て

見
れ

ば、

ケ

ン

プ

の

材
料

と
予
の

材
料

と
に

於
て

全
く

同
一

物
の

存
す
と
し
て

差
支

な

き
證
と
云
ふ
べ

し
．

又
、

ゲ

ゾ
プ

が
・

韋
：

…

8
暮

§
°・

呂
巳
甲

8
話
℃

舞
話
げ

壱
巴
昌

旦
 
一

診
窪
胃
Φ

＜
 

奨

語
巳

巴
気

・・

舞
話
亀

≦
ぴ

げ，

夢
Φ

冨

 

豆
o
Φ
ロ

伽

肓
Φ

9
Φ

動

8
芝
四
同
動
皿

酔

げ
Φ

δ
頃
・。
．．

と

云
へ

る

が

如
き

も

彼
の

顯
微
鏡
寫
眞

と
は
一

致
せ

ざ
る

所
な

う
。

之

を

要
す

る

に

兩
種
の

類
似
層
は

全

く

同
一

物
な

り

と

云
ふ
べ

し
。

　

以
上

の

叙
述

に

よ

り

て、

此
の

層
が

結
締
織
な

る

や

の

戚
を

抱

か

し
む

れ

ど
、

尋

常
の

結
締
織
が

ア

ヅ

ド

ボ

ガ

ン

の

ピ

ク

ロ

ニ

グ

ロ

シ

ン

に

よ

b
て

青
色

に

染
ま
る

に

反

し
て
、

本
層
は

黄
色
に

染
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へ

　
ま
る

の
一

事
を

以
て

然
ち
ざ

る

を
知
る

べ

し。

本

層
は

發
光

細
胞

　
層
と
は

其
染
色
ド

凧

雁
翌
全

く
一
畆

玖
♪

q・
。

　

但
「

し、
　

本
層
に
U

て

は
 
細

胞
研

貝

　
が

細

粒
玳
を

呈
す

る

事
も
な

ぐ
、

又
、

發
光

細
胞
の

崩
壊
過

程

中

不

變
に

存
す

。

　
　
本
暦
を

も
、

發
光
作

用
あ
り

と
推
測
す
る

は
、

正

發
光

細
胞

層

　
と
其
染
色
反

應
一

致
す

る

事
、

及
本

層
の

近

面

を

蔽
ふ

色

素
套
あ

　
る

事
の

二

事

に

基
く

。

條
線
も
な

ぐ
。

叉．

色

素
を

本
層冖

内
に

含

　
ま

ざ
る

所
を

以
て

見
れ
ば、

本
層

は
、

反
射

層
の

名

を
附

す
る

事

　
能
は

ざ
る

も
の

な

る
べ

し。

然
れ

ど

も
、

予

も、

本

暦
の

近

面
が

　几

　
限
界
明

瞭
な

れ

ば、

だ
y
、

此

の

所
に

於

て

は、

光
を
反
射
す
る

　
事

可
能
な

る
べ

し

と
思
ふ

。

　
　
本
層

は

頭
胸

部
腹
甲
の

正

中

線
に

在
る

發
光
器
に

於
て

は
、

尋

　
常
の

結
締

織

を

以
て

置
換
せ

ら

る

主

事
あ
り
。

か

く

の

如
き

揚
合

　
に

於
て

は、

發
光
質
の

宿
う

得

る

所
、

下

皮
直
下

の

大
細
胞
の

外

゜

な
か

る
べ

き

は、

殆
ど
喋
々

邇

ぶ

る

の

要
な

か

る

べ

し、

固

よ

り

　
予
は

直
接

顯

微
鏡
ド

に、

該
細
胞

よ

b
の

發
光
を

認
め

た

る

譯
に

　
て

は

な

け

れ

ど
、

發
光
細
胞
の

名

を

冠

せ

だ

る

は、

全

く、

發
光

　
器

内
に、

此

等
の

細
胞
以

外、

發

光

質
を

含
有
し

得
べ

き

も
の

な

　
け
れ

ば

な

9
。

　
　

　
　

°

　
　
　

　
　
　

　
む

　
　

　
　
（

六
∀

色

素
套

、

　

櫻

蝦

に

は、

赤
色
の

色

素

諸
所
に

散

在

　
せ

る

事、

叉
、

グ

リ
セ

リ

ン

の

標

本

の

氷

結
切

片

に

て

は、

此
の

　
中
に

赤・
黄・
黒
の

三

要
素
を

識

別
し
得
る

事
、

批

の

色

素
が

發
光

器
に

は

必

毒
ふ

事
は
す

で

に

逋
ベ

セ

b

難
聯
二

什

懿
）

。

砦

　
色

素
は
グ

リ
セ

ヲ

ン

中
に

て

は

永
ぐ

保
存
し

得
ら
る

れ

ど「

他
の

（

龜

　
　
親
）

　
○

櫻

蝦
の

發
光
器
に

蘆
て

　
（

寺

尾
）

藥
品

に

て

は

早
晩
認
め

難
き

に

至

る

も
の

な

る

が
、

一

奇
と
す
べ

き

は、

酒
精
標
本
に

て
、

楓

第
五

胸
脚
の

直
後
に
、

色

帶
一

對、

可

な
b
長
き

問
認
め

ら
る

よ

事
な

b
。

然

る

に

此
の

色

帶

は

　
（

ご

亨

目
営
瀏
口

が

自
竜
N

竜
ぎ
こ

萄

ミ
き
§
ミ
帆
帆

と
い

ふ

發
光
器
を
具
へ

た

る

蝦
に

於
て
、

レ

ン

ズ

を
具
へ

た
る

尋
常
の

發
光

器
の

外
に

、

．．

菖
o

纛

き
巴
口

B
貯
。

寅
。

コ
h

龕
呂
 

臼
δ

讀
話

訂
監
o
、，

と

し
て

擧
げ
把

胤

も
の

と、

其
位
置・
形

歌
全

く
一

致

す
。

而
し
て

彼
が

此

れ

が

發
光
器
セ

る

事
の

構

造

上
の

證
螻
を

示
さ

ゴ

る

が

故
に、

此

は

予
の

櫻
蝦
に

て

見
だ

る

色
帶

と

全

〜

同
一

物
な

ら

ん

と
予
は

想

考
す

る

も
の

な

り
。

　
色
素

套
に

つ

い

て

の

細

詮
は、

本

篇
に

て

は

之

を

省

略
し、

櫻

蝦
に

於
る

と
同

様
に
。。「

き
ミ
奪
ミ

豊
と
い

，

♪

蝦、
「

ユ

ー

フ

．

ウ

シ

ア
」

類
、

端
脚
類
の

警
寒
ぎ
N

§
。

ぎ
ミ

な

ど
に

於
て

も、

其
色
素

套
を

具
ふ

る

事

確
實
若
く

は

恐

ら
く

確
實
な

る

べ

し
と
の
一

事
を

附

記
す
る

に

止

む
。

　
　
　

　
　
　

　

　

　

　
（

七
）

　

結

締
織

』

…−−
發

光

器
の
一

部
を

紐

成
せ

る

結

締

織
に

は
二

部
を

區

別

す
る

を

得
べ

し
。

第
一

帶
は
粗

に

し
て

、

第
二

帶

は

密
獄

り
。

此

の

第
二

帶
に

よ

与

て
、

色

素
套
の

大

部
を

保
持
せ

ら
れ

居
る

も
の

孟

如
し

．

こ

主

に

は

本
組

織

の

詳

説
を

省
ぐ
。

　
　
　

　
　

　
　

　
へ

八
）

　
神
經

。

ー

…
禪

經

分

布
の

詳

細
は
未
だ

之

を

知
る

事
を

得
す

。

然
れ

ど
も．

發
光
器
の

基

部
に

於

て
、

著
し
き

禪
經
索
の

穿
孔
す

る

が

如
き

事

こ

れ

な

き

は

確

か

な

り

と
す

。

副

發
光
細

胞

層
の

裁

底
部
に

於
て

、

所
々

に

織
弱
な

る

繊
維
の

貫
逋
で

る

は、

恐
く

紳
經

繊
維
な

る

べ

く
、

然

う

と

せ

ば、

禪
經
は

色

素

套
の

周

二

ぬ
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盆

靴
）

○

靉
の

叢

蕁
論
て

（

建
）

園
を
詰
締
織
の

第
二

帶
の

繊
維
と
混
じ
て

走
り、

諸
所
に

於
て

内

方
に

方
殉
を

蒋
じ
て

發
尭
細
胞
に

逹

す

る

も

の

な

る
べ

し
。

果
し

て

然
ら
ば
嘱

櫻
蝦
の

戮
光

器
は、

其

紳
經
分
布
上

、

「

ユ

ー

フ

ァ

ゥ

シ

ア
」

類
の

胸
部
及
腹
部
の

發
光
器
に

甚
だ
類

似
し、

該
類
の

韻

柄
の

發
光
器
と
は

異
な

る

も

の

と
云

ふ
べ

し
。

（

二
）

　
發
光
現
象

　

櫻
蝦
は

弱

き

緑
黄
螽
の

尭
を

放

つ
。

光
は

前
方
よ

う

後
方
へ

と

順
次

に

全

竅

光
器
よ

b
發
射
せ

ら

る

よ

事
を、

不

定

時
の

問
編
を

置
き
て

は

爲
す

事
め
り

。

叉
、

諸
所
の

數

發
光

器
よ

り、

詞

時
に

放
つ

こ

と
む
疉

。

第
一

法
に

て

は

發
光
畤

問
は
一

ー
二

秒
蕊

過

ぎ

ぎ
れ

ど
、

第
二

法
に
て

は

數
秒
に

亘

る

事
あ
り

て
、

多
く

は

眼

柄

の

附

近
に

於
て

む、

訳
に

多
き
は

第
三
・

第
六
の

腹
節
に

於
て

す
る

事
あ

り
。

櫻
蝦

を
容
れ

陀

る

硝
子

壜
を

振
れ
ば、

櫻
蝦

は

同

時
に

螢
光

す
れ

ど、

薩
に

之

を

反
覆
す

る

時
は
、

其
反

應
な

し
。

予
は

磐
て

生
け
る

櫻
蝦

を
摩
擦
し
且

つ

輕
く
壓

し
泥

れ

ど、

發
光

認
め

ら

れ
す

。

予
は

爽

に

之

を
潰
し
詫

る

に
、

發
光
器
に

當
つ

て

閃
光

認
め

ち
れ

紀

れ

ど
、

直
に

清
滅
し

、

其
後
に

瀰
澂
光
を

殘
さ

す
。

要
す
る

に
「

ユ

蓍

フ
ァ

ウ

シ

ア
し

類
の

登
光
に

比

す

れ
ば

、

甚
し
く

微
弱

な
る

も
の

な

り
。

’
三

〇

　

予
絃

或
覇
嶺
室
に

於

て

前

夜
綵
集
せ

る

櫻
蝦
に
つ

な
2
雛
光
現

象
を

觀
臻
せ

ん

と
欲

し
た

れ

ど
茅

樫
蝦
の

活

力
盛
ん

巌

る

に

も

拘

ら

や
失

敗
に

鸚
せ

参
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

〕

　

　
　
（

三
）

　
他
の

甲
穀

顛
發
光
器
と
の

比

較

　
　
¢ Q・

6
ぎ
鷄

§
鷺
蕊

の

發
光

器
が

櫻
蝦
の

發
光
器
と

ほ
r
同

様
の

　

構
遷
を

爲
せ

る

も
の

な

る

事

は

す
で

に

之

を
逋
べ

把
わ

。

爾
者
聞

　

の

唯
一

の

差
異
は

前
者
の

發
光

細
胞
に

は

櫻
蝦

に

は

存’
せ

夢
る

深

　

青
色
素
あ
る

事
な

り
、

径
。

§
ミ
蝿

ぎ
毳

§
竃
覯
勲

及
恐
ぐ

自
§
N

。
−

　
鴬

ぎ
、

§

の

最
も
發
逹
せ

る

發

光

器

も、

櫻
蝦

の

發
光
器
と
其
主

要

　

點
に

於
て

は

異
な

ら
ざ
る

も

の
ヨ

如
し。

ケ

ン

プ

が

中
暫

と
稱
す

　

る

は
、

櫻
蝦
の

第
三

層
の

末

縁
に

於
て

キ

チ

ン

化
が

著
し
く

行

拭

　

れ

だ
る

に

同

じ
。

紳
經

束
の

末
端
迸

傍
に

集
ま

れ
る

、

よ

く
光

を

　

届
扮
す
る

粒
歌

體
と
い

ふ

は
、

發
光

細
胞
の

崩
壊
物
な

轟
が

如

く
、

　

細
胞

膜
と

稱
せ

ら
る

よ

も
の

は

切

貯

諭
瓮
冴

§
長

な

る

が

如

し
。

　

限

界
膜
も

矢
張
り

存

狂

す
る

も
の

主

如

く
、

色

素
套
も

櫻
蝦
の

ど

　

同
じ

き

が

如
し

。

其

の

詳

論
は
こ

よ

に

之

を
省
け

ど
、

要

す
る

に

　

爾…
暑

問
に

存
す
る

唯
一

の

差
異
は
ケ

ン

プ

の

此

蝦
類
に

て

は
レ

ン

爺
層
が

钁
に

は

奪
ざ

る

蕃
色
を

呈
す
る

の
一

妻
b
と

　

す
。

　

　

　
［
U
害尸
岔
 
σq

畠
目

N

蠶
韓一一

角

ぎ
国
。

巳
。

σ蕁

ζ
旨

翌

孟
pN

ご
ε闇

く
。一鹽
嫉

図
く

嶺
冖

こ

髫

p
器
腫

し

毒
。

一

い噛
一

旨
o°］

蟹
g
¢
。。

§

爵
 

団

ぎ
8
喜
霞
匿

亀

巴
）

8
署
鼠

9
器

薯
 

毬

篭
ミ
菴
。

亀

題
喝

ミ

暮
§
・
軌

§
ゆ

自
犀耳

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ご
鴇

b
製
卸

畧
日
国

肄
p
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競 二 十
・
．
三 官 三

−
第 誌 雜 學 勒 勧《llie7）・

．

望
冒
B
夐
暫

　
　

ε

臣
。

嘗
g
（

甞
。

霧
c

毒
§

き
ζ
ミ

ぎ脚
螽

農
再
国

碁

。

詈
它

魁
。

葢
σq

暮

篳

量
一

（

9
）

窪

巴
。

鬘
（

ε

夢

畫
団 ．
国）

＆
。

邑
ぎ

（

。
）

彦
喜
。

磊
。
同

5
盞

邑
一

5
堯

（

伽

三
色
豊
e

蓋
誓
¢

巳
）

窰
p

（

。
）

ぎ
囂
羃
。

曙

喜
。

8
αq

自
。

蟇
。
 

記
畠
β
（

h
）

酔

げ
。

冨
白
臼

景

冨
邑
ρ

へ

σ・
）

菷

§
・
 

Q
叶

才
。

ま

馨
p
・・

巳
（

｝｝

二
討
。

⇔
。

蕁
・°

O
略

曁

§

臣
Φ

、
舘
8
°。

胆

。

曙

嘗
。

8
騅

ま
羞

。

亀
．

ξ
。

二
胆

奉
螽
讀

ヨ

・・

§
 

嘗
§
嘗
。

靈゚

　

　

．

　
−

・

曾
）

誤
。

。

墓
冨

§
冨

叩 ．
冨
駐

」q

お
Φ

罸
ご
亀

毫

菽
｝

醤
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